








The effect of walking speed on thorax, lumbar and 
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被験者は、健常女性 9 名（年齢＝24.6 ± 2.4 歳，身長＝158 ± 5 cm，体重




ーを胸骨、第 1 胸椎、両上前腸骨棘、第 2 仙椎棘突起上に、マーカーセット
（リグ）を第 1 腰椎、第 3 腰椎、第 5 腰椎の棘突起上に装着した。座標データ











の部位に先行して右回旋し、歩行速度 0.40m/s では接地時から 22％の時点で右
回旋のピークに達した。続いて、L5、L3、L1、そして最後に胸郭が順に位相を
ずらしながら右回旋ピークに達し、左回旋時の動きも同様の位相のずれを示し
た（ｐ＜0. 05）。また、歩行速度の増大によって、胸郭と L1 の角度変位は減
尐し、骨盤と L5 の角度変位は増大した（ｐ＜0.05）。回旋ピークのずれ順は
変わりなかったが、胸郭を除き、すべての部位はピークに到達するタイミング
が早まった（ｐ＜0.05）。胸郭と L1、L3 の間の in-phase 位相区間は短くなり、
胸郭と骨盤の間は 74.4±7.3％から 42.5±14.1％までと in-phase 位相区間が
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